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最適設計なし

99.5kg

最適設計あり

133.6kg

ESG / SDGs

E
（環境）

お客様と共に達成を
目指すSDGs項目

〈取出ロボット  YDシリーズ〉

25.5%
軽量化

※YD2-1025Dにおける
　駆動部質量の比較

【 環境配慮商品 】
◎ 優秀省エネ機器・システム表彰の受賞
◎ 継続的な省エネ商品開発（最適設計など）

【 気候変動・脱炭素への取組み 】
◎ CO₂排出量の低減（目標：2030年末までに2020年度比70%削減）
◎ 再生可能エネルギー由来の電力導入
◎ TCFD提言に基づく情報開示

S
（社会）

【 人　権 】
◎ YUSHINグループ人権方針制定とリスク特定
◎ 人権研修・教育の実施

【 お客様工場の働き方改革 】
◎ 工場全体の自動化システム提供

【 安心・安全 】
◎ 世界最高基準の安全規格搭載ロボット販売

【 働きやすい環境づくり 】
◎ 健康経営（健康経営優良法人2023に認定）
◎ 法要請を上回る育休、時短制度
◎ 安全衛生の推進

【 次世代育成支援 】
◎ Japan Super Science Fair （JSSF）への貢献
◎ 高校生向けものづくりワークショップへの参画

G
（ガバナンス）

【 ガバナンス体制の強化 】
◎ 取締役8名のうち、社外取締役3名
◎ 実効性評価による取締役会の改善
◎ 社外取締役を委員長とした指名・報酬委員会
◎ サステナビリティ委員会の設置

【 ダイバーシティ 】
◎ 取締役8名のうち、女性2名

直接関連する
SDGs項目

リスクマネジメント

　経営者が連結会社の財政状態、経営成績およびキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

るリスクと主な取組みは、以下のとおりです。

財務リスク 関連するリスク ユーシン精機の主な取組み

外部要因
（市況）

外部要因
（購買）

内部要因
（事故）

内部要因
（人財）

その他

外部要因
（自然災害など）

●期末納品の場合に検収の状況によっては、予定していた売上高や売上原価が翌連結会計年度に計上される

●事業展開のスピードに対応した人財確保が不
十分

●専門分野担当者の退職や休職

●原材料の価格変動

●仕入先の部品供給制限や製造中止

●市場での需要増加による供給制限

●プラスチック射出成形産業の設備投資状況

●為替の変動（円高）による海外子会社業績の円
貨換算への影響

●競合企業による値下げ攻勢

●多業種に販売を展開することで、特定業界の景
気の波に左右されることのない事業運営を
行っています。

●新商品の開発や製造および販売コストの削減
などを継続的に実施しています。

●「防災・業務継続計画」を策定・周知し、定期的
な防災訓練の実施や社員安否確認システムな
どの構築に努めています。

●緊急時には、感染症対策や衛生管理の徹底、時
差出勤・テレワークやWeb会議などの活用によ
るレジリエントで効率的な事業運営を行ってい
ます。

●グローバルでの事業展開を加速するため、必要
とする人財を採用、育成し、雇用の維持ができる
よう処遇の充実を図るとともに、努力・チャレン
ジを応援する人事制度の整備に努めています。

●ITツール活用による効率の向上を図っています。

●女性の活躍支援を図っています。

●信頼のおける複数の購買先確保などにより、仕
入価格の変動抑制に取り組んでいます。

●機動的な設計変更が可能な体制の維持に取り
組んでいます。

●品質を原因とする補償費用の発生

●労働災害の発生

●情報セキュリティ事故（サイバー攻撃、コン
ピュータウイルス、不正アクセス）による情報流
出や重要データの破壊、改ざん、システム停止

●情報システムの不具合によるシステム停止

●品質管理に基準を設け、常に徹底した管理、適
切な対応に取り組むことにより国際標準にも適
合した高い品質管理体制を構築しています。

●請負業者賠償責任保険、生産物賠償責任保険
に加入しています。

●労働災害を防止すべく機械設備の安全対策お
よび役員・従業員の健康・安全には十分注意を
払っています。

●情報の厳格な管理、情報セキュリティ対策の強
化を図るとともに、役員・従業員に対する教育
啓発を実施しています。

●地震や風水害

●感染症蔓延による各国の都市封鎖、外出制限




